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農業委員会だより
わ か や ま し
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皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員
会
の

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
7
月
、
新
農
業
委
員
19
名
が
市

長
よ
り
任
命
さ
れ
、
９
月
に
は
新
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
13
名
が
農
業
委
員
会
よ
り

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
新
体
制
と
な
っ
て
か
ら

初
め
て
の
総
会
に
お
い
て
、
会
長
の
大
役
に

再
任
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
改
め
て
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
不
足
、

受
け
手
を
必
要
と
す
る
遊
休
農
地
の
増
加
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
令
和
５
年
４
月
に
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、「
地
域

計
画
」
と
名
称
を
変
え
て
同
法
に
位
置
付
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
業
委
員
会
と
し

て
も
、
新
た
に
農
地
利
用
の
最
適
化
活
動
に

お
け
る
目
標
の
設
定
や
、
担
い
手
へ
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山口地区在住   出
い で は ら

原  幸
ゆ き

也
や

さん（35歳）   出
い で は ら

原  葵
あおい

さん（35歳）

【圃場にて出原さんご夫婦】

～ 新 規 就 農 者 の 紹 介 ～

　出原さんは、ご夫婦で昨年11月に奈良
県から和歌山市へ移住されました。奈良
県の実家は兼業農家で、幸也さんは無農
薬栽培にこだわりがあり、奈良県では適
した環境の農地が見つからず近隣県で移
住先を探した結果、和歌山市への移住を
決意し空き家の購入に至りました。幸也
さんは工芸作家をされながら花農家やイ
チジク農家で農作業を学んだのち、自分
自身もおいしいイチジクを作りたいと考
え就農しました。多品種のイチジク栽培
に力を入れており、初夏から晩秋まで季
節ごとに旬のイチジクを提供していきた
いとのことです。

　将来的には、ご夫婦で、6次産業として「イチジクジャ
ム」や「冷凍イチジク」などへの加工を検討しており、
またケーキ店などと直接取引ができたらいいなと考え
ています。また、今後も農地を拡大し放棄地の解消に
つとめて、人里と自然の境界線の役割を果たす、里山
を守りたいと考えています。自然の循環や人とのつな
がりを意識し、持続できるような農業を目指すとのこ
とです。
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農業者年金に加入しませんか
　右記の３つの要件を満たす人は誰でも加入
できます。農地を持っていない農業者、配偶
者、後継者などの家族従事者も加入でき、税
の優遇など様々なメリットがある制度です。

　岐阜県のご出身で、元々愛知県及び熊本県で酪農に従事しておりましたが、妻の実家がある和歌山市に
移住したことを機に農業を始めました。令和3年5月から約2年間、紀の川市の農業法人において農業に従
事し、農業技術を習得しました。現在、イチジクの栽培に力を入れており、うまく生育しないこともあり
ましたが、農業法人での就農経験を活かし、軌道に乗ってきているとのことです。

　相続で農地を取得した場合には農地法の許可は不要ですが、農業委員会に農地法第3条の3の届出が必要
です。和歌山市ホームページにも様式を掲載していますので、ご活用ください。
※令和６年４月１日から不動産の相続登記の申請が義務化されます。正当な理由なく申請を怠ったときは
１０万円以下の過料の適用対象となりますのでご注意ください。

【加入要件】
①年齢要件…60歳未満※
②国民年金の要件…国民年金第1号被保険者
③農業上の要件…年間60日以上農業に従事
※一定の要件を満たす方については、加入年齢
　が65歳未満に引上げになりました。■加入・相談窓口　　最寄のJAわかやま　各支店

　※市内農業者年金加入者数・・・１４５人
　　（令和４年度末現在）

地域で頑張る農業者を紹介します！

　農地の集約化等に向けた取り組みを加速化するため、農業経営基盤強化促進法等の改正法が成立し、そ
れに伴い、「人・農地プラン」から「地域計画」へ変わります。
　「地域計画」では、新たに１０年後に目指す地域の農地利用を示した目標地図を作成します。令和７年
３月末までに計画及び地図を策定します。

　また、今後パイプハウスを活用した収穫時期をず
らしたイチジク栽培にも取り組んでいく予定とのこ
とです。イチジクの他にもタマネギ等を栽培してお
り、今後はさらに規模を拡大し経営面積を拡大して
いきたいとのことです。

★なお、目標地図の作成にあたり、意向の確認を行う場合が
　ありますので、ご協力よろしくお願いします。

【圃場にて北住さん】

西和佐地区在住   北
き た ず み

住  充
みつる

さん（40歳）

農地を相続したときは届出が必要です

人・農地プランから地域計画へ
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●農業インターンシップ事業のご案内
　　就農を検討される方で、農業体験を希望する方を募集しています。また、農業体験希
　望者を受け入れる農家さんに対し、１組につき１日・１千円（上限１万円）の補助を行
　います。

●農業用井戸の設置等の費用への支援
　　農業用井戸の設置を行う方に対し、１件５万円（上限）の補助を行います。

●農業体験農園等への支援
　　農業体験農園等の開設等を行う方に対し、１件５０万円（上限）の補助を行います。

●鳥獣（イノシシなど）の被害防止対策への支援
　　農作物のイノシシ等被害防止対策のための金網・電気柵等を設置する場合、４万円以
　上の資材購入費に対し２万円の補助を行います。

●認定農業者制度について
　　和歌山市等が農業経営のスペシャリストとして認定することで、国の支援を受けら
　れる制度です。国の支援策の融資や、補助金が受けられるなどのメリットがあります。

農業サポート等情報コーナー

和歌山市役所農林水産課　☎ 073－435－1049お問い合わせ

農業委員会からのお知らせ
●農業委員会総会は、毎月１０日前後に開催しております。詳しくは、農業委員会事務局までお問合せく
　ださい。
●農地を放置していると、病害虫の発生源や有害獣のすみかとなる恐れがあり、周辺の農地に悪影響を及
　ぼすことになるため、草刈をするなど適正な維持管理をしてください。（農地法第２条の２）
●農地法第3条、4条、5条の許可申請の締切は前月の21日（土、日、祝日の場合は翌開庁日になります）
●農地を農地以外の用途に変更する（農地転用）には許可・届出が必要です。必ず事前に農業委員会にご
　相談ください。

　野外焼却（野焼き）は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、原則禁止とされています。
農業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却については、焼却の例外とされてい
ますが、野焼きしない方法をご検討ください。

野焼きについて

和歌山市役所農林水産課　☎ 073－435－1049
和歌山市役所一般廃棄物課　☎ 073－435－1352お問い合わせ
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農 業 委 員

農地利用最適化推進委員


